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にわかに氷解した。平安京の大内裏は今の御所から二キロほど西にずれていたという。それだけ 距離があれば、遠国 はるばる上京した物見高い人々もまじえて、都 見物客 一条大路に桟敷や人垣を作ってひしめき合 、祭の興奮は存分に高まっ ことだろう。

























































































































上げ、和泉の姿は見えないようにして、美麗な十二単の袖や裾を長くたっぷりとおし出させ、地面すれすれ 垂らした紅色 袴には、物忌みと書かれた幅広の赤い色紙が付けてあっ 。こ 珍奇なパフォーマンスは大成功で、斎院の行列よりもよほど人目を引 たと















































「あふひ」 「木綿」 「標」はみな賀茂祭の縁語で、二人のやり り
に臨場感を添えている。若くて元気な女房たちは祭の見物 出払て、御前はきっとひっそりとしていたことだろう。口さがない同僚たちの目 つかない ころで、それとなく大物新人に好意を示した



































































































































ない鮮やかな浅葱色だった。 「社頭の儀」 見学のため、私たちは斎王代と勅使一行の到着を待 て二時間以上も下賀茂神社 境内で時を費やした。常磐木が放つ青臭い花の匂 に浸されながら、ただひたすら待っていたその折に思い出され 次の歌。
 
 
















































けは訪れ、短い夢はあっ 間に覚めてしまって洗わ た心 色のような空色の空間が、無限の時を秘めて式子の視野 ひろがってゆく」と述べ（ 『式子内親王』紀伊国屋新書） 「窈窕 し その麗しさ限りを知らぬ。各句 頭韻をたどると…（略）…溜息 やうな響
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が次第に白を含んだ薄水色に変わってゆく。社の森 空を見る もなく眺めていた間、何人もの歌人たち 姿 とりとめもなく脳裏を過っていった。それは深閑とたたずむ古社 ふところ深く、斎王代の行列到着をただ待ち続けた時間の与えてくれた、豊穣な妄念 欠片だったのかもしれない。眼前の「社頭の儀」は滞りな 進められ、やがて何事もな ったように社殿 祭見物 雑踏溢れる日常の景色となった。
 
ほととぎすその神山に鳴きしとふ浅葱の空にいまだも聞かず
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